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【平成２３年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 
 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

○ A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 
 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 C 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の中止

が適当である 
（意見等） 
 本研究は、外洋における風、海流、波の同時モニタリングデータより、異常波の発生メカニズムをモ

デル化し、異常波発生現象と比較することによりモデルの妥当性を検証するものであり、そのオリジナ

リティと有用性は十分に高い。現在までに有用なサンプルの集積が行われており、それに基づくモデル

化も着実に進行していると認められる。 
 漂流ブイによるモニタリングは、厳しい自然条件下では困難を伴うが、研究代表者らの努力による改

善も行われており、現実的な対応が図られている。 
 本研究の遂行に伴い、より国際的な観測協力体制の構築に向けての貴重な観測例の取得及びモデルの

構築が大いに期待できる。 


